
戦略的環境アセスメントについて 

 
 
 国では、平成１９年４月に環境省が戦略的環境アセスメントの共通的な手続、評価方法

等を示す「戦略的環境アセスメント導入ガイドライン」をとりまとめ、それを踏まえて、

平成２０年４月に国土交通省が「公共事業の構想段階における計画策定プロセスガイドラ

イン」をとりまとめている。 
 県としては、こうした国の動向を踏まえつつ、ケーススタディーの実施等制度化への検

討を進めることとしている。 
 
 
○戦略的環境アセスメント導入ガイドライン（平成１９年４月） 

事業に先立つ早い段階で、著しい環境影響を把握し、複数案の環境的側面の比較評価

及び環境配慮事項の整理を行い、計画の検討に反映させることにより、事業の実施によ

る重大な環境影響の回避又は低減を図るため、上位計画のうち事業の位置・規模等の検

討段階のものについての戦略的環境アセスメントの共通的な手続、評価方法等を示すガ

イドライン。 
 
○公共事業の構想段階における計画策定プロセスガイドライン（平成２０年４月） 

事業の計画段階よりも早い構想段階において、事業に対する住民等の理解と協力を得

るとともに、検討のプロセスの透明性・公正性を確保するため、住民を含めた多様な主

体の参画を推進するとともに、社会面、経済面、環境面等の様々な観点から総合的に検

討を行い、計画を合理的に策定するための基本的な考え方を示すガイドライン。 
 
○戦略的環境アセスメント導入に向けた県の考え方 

「事業のより早い段階から、県民等の参加を図りつつ、環境への配慮を行い、重大な環

境影響を早期に回避する仕組みである計画段階環境アセスメントについては、環境省や

国土交通省でガイドラインが策定されるなど検討が進められている。これらの動向を踏

まえつつ、ケーススタディーの実施等制度化への検討を進める。」 
＊第３次兵庫県環境基本計画（平成２０年１２月）【抜粋】 
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